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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【背景と目的】 

臓器線維症は、肝硬変に代表されるように、コラーゲンなどの細胞間物質（マトリックス  

成分）が過剰沈着して、臓器の機能不全をきたした病態である。線維症は、わが国において

最も対応が急がれている、がん、糖尿病・高血圧症・脂質異常症に起因する循環器疾患や、

慢性腎臓病、慢性閉塞性肺疾患、アルコール性ならびに非アルコール性の脂肪肝疾患など

の生活習慣病の罹患臓器に共通して認められ、癌の発生母地ともなることから、線維化制御

は医学的また社会的にも重要戦略と位置づけられる。全身臓器の線維症の病態や進展機序

には多くの共通性があるが、これまで臓器線維症の系統的研究を行う施設は皆無であった。 

本支援事業では、臓器線維症について臓器横断的研究を行う唯一無二の研究拠点を  

形成し、多彩なバックグラウンドを有する基礎研究者と臨床医が系統的研究を推進すること

で、臓器線維症の新たな診断・予防・治療法の開発に繋げることを目的とした。 

 

【年次計画】 

本プロジェクトにおいては後述する３つの研究テーマを掲げ、これらはお互いに密接に  

関連しながら相補的にはたらきつつ、５年間にわたる以下の研究を計画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
１）平成 27 年度～29 年度：ゲノム編集技術や iPS 細胞技術を用いて、臓器線維症の病態を

解明するためのモニタリング細胞や線維化可視化マウスを作製するとともに、抗線維化効果

を in vitro ならびに in vivo で効率よく評価する、線維化治療薬のスクリーニング系を構築 

する。 

２）平成 27 年度～30 年度：線維症の診断に有用なバイオマーカーの探索や新規治療法の開

発を目的とする基礎実験を実施して、臓器線維症の診断ならびに予防・治療法の開発に向

けた分子細胞基盤を創出する。 

３）平成 30 年度～31 年度：それまでの基礎実験で得られた有用な診断マーカーと新規治療

法について、非臨床試験から臨床試験への橋渡しを支援する本学の総合臨床研究センター

と連携して、臨床例での実証や臨床試験を積極的に推進する。 
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【学術的意義と期待される効果】 

全身諸臓器に認められる臓器線維症の中でも、特発性肺線維症や全身性硬化症は原因

も未だ不明の難治性疾患である。また、糖尿病や慢性腎臓病の罹患人口の増加に伴って、

腎臓の線維化による透析患者数の急増は医療経済的にも大きな問題となっており、肺線維

症は上記の特発性に加えてアスベストや PM2.5 などの環境中有害物質によってもたらされる

など、社会的関心も大きい。 

本研究プロジェクトの学術的意義と波及効果として、とりわけ以下の４点が期待された。 

１）マトリックス研究が有する学際的特徴を最大限に活かして学内外との共同研究を積極的

に推進し、臓器線維症の病態解明に系統的かつ臓器横断的に取り組む、わが国における

唯一無二の研究拠点を形成する。 

２）基礎医学と臨床医学の融合を強く促し、両者が一体となった研究体制を構築することで、

「マトリックス医学生物学」という新たな学問分野を創生するとともに、臓器線維症の診断と

予防・治療法の開発に繋がる医療基盤技術を創出する。 

３）各臓器の専門家の連携により、新たに開発された診断ならびに予防･治療技術の他臓器

への応用を積極的に推進する。 

４）学内外から多くの大学院生や特定研究員を積極的に受け入れて、学会発表や国内外の

専門家との研究交流の機会を与えることで、本事業の終了後にも発展が期待できるような

当該研究領域の若手研究者の育成拠点を形成する。 

 

 

（２）研究組織 

【研究体制】 

細胞の発生や分化、増殖、老化などの生命現象において細胞外マトリックスが果たす多彩

な機能を解明する「マトリックス医学生物学センター」を、平成 26 年度に大学院医学研究科に

設置した。平成 27 年度の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業への採択を受け、同セン

ターをプラットフォームとして、マトリックスの必要性と有害性の二面性を理解することで病気

のメカニズムを解き明かし、治療に役立てるための拠点整備を新たに行った。また、学内外

から多数の大学院生や研究員を積極的に受け入れて、この分野における若手研究者の育

成に努めた。 

本プロジェクトには、遺伝子改変マウスの作出や iPS 細胞技術、発生、免疫、酸化ストレス

等を専門とする基礎研究者と、臓器線維症診療に関わる臨床各科（肺・肝臓・消化管・腹膜・  

腎臓・皮膚）の医師ら、計 13 名が集結し、以下の３テーマについて、それぞれを補完しながら

取り組んだ（下図）。 

 

 

研究代表者： 稲垣  豊 

 

統括リーダー 

テーマ１： 浅野浩一郎 

テーマ２： 稲垣  豊 

テーマ３： 深川雅史 
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テーマ１：臓器線維症の病態解明と創薬に向けた基盤技術の確立 

テーマ２：組織の線維化を検出する特異的バイオマーカーの探索 

テーマ３：臓器線維症に対する新たな薬物治療法の開発 

 

【研究代表者の役割】 

研究代表者は本プロジェクトの責任者として、各テーマの統括リーダーとともに研究の進捗

状況を把握しつつ、意見交換と研究チーム間の連携を図る目的で月１回の定例ミーティング

を主催した。また、マトリックス医学生物学と臓器線維症について幅広く学ぶため、外部専門

家を講師に招いての講演会を計18回にわたって開催した。その範囲は、マトリックス分子の

構造と機能解析、肝・膵・肺・腎臓・心臓・皮膚線維症の病態とそれを解明するための新たな

ツール、さらには新たな診断技術や創薬理論まで、多岐にわたる。講演後の活発な質疑応答

も含めて、関連領域の最新知識の習得に努めた。 

また、年１回の学内向けの公開研究発表会を開催し、研究内容について広く周知を行うと

ともに、さらなる共同研究の推進を図った。研究３年目の終了時には複数の外部評価委員に

より研究成果の評価を受けることで、実験計画の調整や見直しを行った。 さらに、5年間の

事業終了時には再び外部評価委員による書面審査を受け（新型コロナウイルス感染症の 

拡大により、事業終了後さらに目指すべき課題と方向性について議論を行った。 

 

【研究員および大学院生の参加と育成】 

本プロジェクトには、当該事業により直接雇用されている特定研究員 6 名をはじめとして、

計 11 名の研究員（PD および PM）が参画した。これら特定研究員をはじめとして、本プロジェ

クトに参画した基礎系・臨床系の若手研究者のほぼ全員が自ら科研費を獲得し、その研究 

内容は関連学会から数多くの奨励賞等を授与されるなど、高い評価を受けている。 

また、東海大学大学院医学研究科の研究センターとして、毎年10ないし15名の大学院生

（修士課程および博士課程）を受け入れ、研究指導を行った。 

 

【研究チーム間ならびに外部機関との連携】 

本プロジェクトに参画する研究者間では、情報共有や相互の技術支援はもとより、新たな

遺伝子改変マウスやゲノム編集技術を用いた可視化マウスの作製など、多くの共同研究が

実施されてきた。また、他機関の研究グループとの共同研究や産学連携のもと、臓器線維症

の病態解明や再生治療法の開発、さらには線維化を基盤とする発癌機序の解明など、多岐

にわたる研究テーマに取り組み、一部の成果は既に特許出願に結びついている。 

さらに、マトリックス研究が有する学際性を最大限に活かした医工連携の推進にも注力し、

同じく私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の助成を受けた本学のマイクロ・ナノ研究開

発センターとの間では、マイクロ流体デバイスやナノシートを用いた共同研究が活発に行わ

れている。 

 

【研究支援体制】 

本学医学部には、40 名の技術支援職員からなる生命科学統合支援センターや、シーズの

発掘から実際の医療への速やかな橋渡しを目指す総合臨床研究センターが設置され、基礎

研究から臨床研究まで一貫した支援体制が整えられている。 
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（３）研究施設・設備等 
 
【研究施設の整備】 
 

助成初年度に、既存区域（旧病棟）を利用して新たに研究目的に即した改修を行い、実験

精度向上のための独立空調機の整備、電源や電話・ LAN 配線の増設、給排水配管や実験

流し台の設置、室内･廊下の修繕等を行った（総面積： 273 ㎡）。 

また、本研究プロジェクトに参画する研究者１３名と、各研究室に所属する研究員や大学院

生らが日々の共同研究を実施するとともに、研究結果に関する討論や定例の進捗報告会、 

さらには外部講師を招いてのセミナーなどを行うための事務・会議室を整備した（下図および

写真）。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （写真 1） センター入り口から見た全景       （写真 2） 事務・会議室 (6C17) 
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【研究設備の整備】 
 
１） 平成 27 年度： 近赤外拡張励起光源（下図 A） 

作出した線維化可視化マウスにおいて、細胞外マトリックスや修復に関わる分子の動態を

生きたままの状態で経時的に解析するために用いる。本学に既に導入済みであった生体内

発光・蛍光イメージングシステムに、近赤外領域の拡張励起光源とフィルターセットを新たに

購入･装着することにより、複数分子の動態が同時に解析でき、研究精度のいっそうの向上と

応用範囲の拡大が可能となった。また、テーマ２で新たに同定されたバイオマーカー分子の

挙動を解析することで、線維化診断マーカーとしての意義をいっそう明らかにできる。 

２）平成 28 年度：細胞蛍光動態解析システム（下図 B） 

培養細胞における細胞外マトリックス分子の発現動態を経時的に解析するために用いる。

また、テーマ２において新たに同定されたバイオマーカー分子の挙動や、テーマ３で開発され

た新たな線維化治療薬の効果を細胞レベルで検証する上でも有用である。 

３）平成 28 年度： 小動物用呼吸機能測定設備（下図 C） 

線維化組織の生検診断が特に困難な肺線維症の診断において、呼吸機能から重症度を

判定する場合に有用である。また、肺線維症に対する新規治療薬の開発においても、効果を

評価するために呼吸機能の経時的変化を計測する際に用いられる。 
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
 
＜優れた成果が上がった点＞ 

実質的に本助成事業が開始された平成 27 年 9 月より、4 年半が経過した。この間、当初

の年次計画に対して概ね順調に進展した。 

 すなわち、テーマ①の「臓器線維症の病態解明と創薬に向けた基盤技術の確立」では、  

新たなゲノム編集技術を用いて、マトリックスの分解や細胞の増殖・遊走を制御する MMP-9

および MMP-13 の可視化マウスの作出に成功した（Genome Biol 2017, Nature Protocols 

2017, ＊1)。コラーゲン産生細胞の cell fate mapping に有用な Col1a2/CreER マウス作製にも

取り組み、現在、樹立に向けての最終段階にある。また、Col1a2/luciferase レポーターマウス

から分離した肺線維芽細胞を用いて、抗線維化薬の in vitro ハイスループット・スクリーニング

系を確立した。この系を用いてドラッグリポジショニングによる線維化治療候補薬を複数選別

し、その in vivo における抗線維化効果の検証が進行中である。さらに、ミズクラゲコラーゲン

を用いて、創傷治癒を促進させる新たな人工皮膚素材の開発にも成功し、その成果について

論文発表とプレスリリースを行った（＊2）。 

 テーマ②の「組織の線維化を検出する特異的バイオマーカーの探索」では、新たな線維化

マーカーとしての(過)酸化脂質の意義が明らかにされつつある。また、傷害・線維肝の再生を

促す新規のエクソソーム内包分子として、Opioid growth factor receptor like-1 (OGFRL1)が

同定され、線維肝の再生の評価や線維化治療効果の判定への応用が期待されている（Stem 

Cells 2019）。その診断的有用性について、産学連携のもとで 2017 年度に国内出願（特願

2017-176103）、次いで 2018 年度にはオーストラリア出願を行った（＊3）。さらに、OGFRL1 に

ついては本支援事業の研究成果をもとに、「エクソソーム内包再生促進因子に着目した線維

肝再生の新たな診断・治療法の創出」が日本医療研究開発機構(AMED)の肝炎等克服緊急

対策研究事業（2018 年度～2020 年度）に採択され（＊4）、ヒトの臨床検体を用いた検討が 

行われている。 

さらに、テーマ③の「臓器線維症に対する新たな薬物治療法の開発」では、先に述べた  

ハイスループット・スクリーニングにより同定された化合物のドラッグリポジショニングや、上記

の OGFRL1 搭載エクソソームを用いた新たな肝線維化治療法の効果がモデル動物を用いて

検証されつつある。また、肝線維化の発症および進展において中心的役割を果たす活性型

星細胞を非活動型に「脱」活性化する新規の分子 Tcf21 を同定し（Hepatology 2020, ＊5）。 

これを用いた肝線維症に対する新たな治療戦略を提唱するとともに、国際特許出願を行った

（PCT/JP2018/45242, ＊6）。本分子を標的とする「コラーゲン産生細胞の脱活性化を介した

新規肝線維化治療法の開発」は、AMED 橋渡し研究戦略的推進プログラム令和 2 年度橋渡

し 研 究 シ ー ズ A へ の 採 択 が 決 ま っ た （ ＊ 7 ） 。 さ ら に 、 線 維 肝 の 再 生 を 促 進 す る

Jagged1/Notch2 シグナルの役割や、肝腫瘍の発生や進展に及ぼす Delta-like 4/Notch3 や

Bcl6 シグナルの影響も解明されるなど、線維化の進展の抑制とともに線維化臓器の再生促

進や発癌抑止を見据えた研究が包括的に進められている。 

 

＜課題となった点＞ 

後述する自己評価ならびに外部（第三者）評価の結果からも、中間評価の時点での特別な

問題点は見当たらなかったが、本プロジェクトにおいては若手研究者の育成を目標の 1 つに

掲げており、その研究成果の論文化のみならず、キャリア形成においていかに支援を行うか

が大きな課題と考えた。 

本事業では、採択直後の平成 27 年 9 月から 1 名、同年 10 月より 1 名、平成 28 年 4 月  
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から 2 名、さらに平成 31 年 4 月から 2 名の特定研究員を雇用し、いずれも本プロジェクトの

遂行にあたって中心的役割を果たした。以下に示すように、関連学会および研究会より多く

の奨励賞等を授与されるなど、その業績は高く評価されている（括弧内は在職期間）。 
 
1) 三浦浩美（平成 27 年 9 月～令和元年 5 月）： 

・ 第 108 回 繁殖生物学会大会（2015）優秀発表賞 

  「CRISPR/Cas9 系を用いた新規ノックダウンマウス作製法の開発」 

・ Poster Award at the Transgenic Technology Meeting, 2016 

  「Generation of knockdown mice by CRISPR/Cas9-based targeted insertion of artificial 

miRNA sequence」 

・ 第 12 回加齢皮膚医学研究基金 ロート賞、2018 年 8 月 

   「皮膚への遺伝子導入系の開発と、老化抑制遺伝子導入による皮膚若返りの試み」 

2) 中野泰博（平成 27 年 10 月～平成 31 年 3 月）： 

・ Distinguished Poster Award at the 67th Annual Meeting of the American Association for 

the Study of Liver Diseases, 2016 

「Contribution of Jagged1/Notch signaling to murine fibrotic liver regeneration through 

possible dedifferentiation of mature hepatocytes」 

・ 肝臓フォーラム東部奨励賞、2018 年 6 月 

  「Identification of a novel alpha-fetoprotein-expressing cell population induced by the 

Jagged1/Notch2 signal in murine fibrotic liver」 

・ 日本肝臓学会国際学会参加助成、2018 年 9 月 

・ Distinguished Poster Award at the 69th Annual Meeting of the American Association for 

the Study of Liver Diseases, 2018 

  「Treatment strategy of liver fibrosis using a novel reprogramming factor of fibrogenic 

hepatic stellate cells」 

3) 近田裕美（平成 28 年 4 月～現在）： 

・ 第 24 回肝細胞研究会（2017）優秀ポスター賞 

  「肝臓における薬物代謝の性差を制御する分子メカニズム」 

4) 柳川享世（平成 28 年 4 月～現在）： 

・ 第 49 回日本結合組織学会学術大会（2017）Young Investigator Award 

・ 同上 International Travel Award 

「線維肝の修復と再生を司る分子機構」 

・ 第 50 回日本結合組織学会学術大会（2018）International Travel Award 

「新規再生促進因子 Opioid growth factor receptor-like 1 に着目したエクソソーム医療

の基盤構築」 

・ 米国肝臓病学会 Single Topic Conference 2018: Hepatic Fibrosis, Trainee Travel 

Award、2018 

「Opioid growth factor receptor-like 1; an extracellular vesicle-mediated crosstalk 

between hematopoietic cells and hepatocytes that accelerates regeneration of 

murine fibrotic liver」 

・ 第 33 回肝類洞壁細胞研究会優秀演題賞、2019 年 12 月 

「エクソソーム内包タンパク質 Opioid growth factor receptor like-1 を介した肝発生と再

生の制御  機構」 
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・ 東海大学総合医学研究所研修会最優秀賞、2019 年 12 月 

「新規エクソソーム内包分子を用いた肝硬変治療」 

5) 安田純平（平成 31 年 4 月～現在） 

6) 久保田朋子（平成 31 年 4 月～現在） 
 

このうち、近田裕美は日本学術振興会特別研究員（RPD）に採択され、平成 30 年度以降

は同特別研究員の立場で引き続き本事業に参画してきた。また、中野泰博についても日本

学術振興会特別研究員（PD）に採択され、平成 31 年度以降は東京大学定量生命科学研究

所に異動して共同研究を実施している。柳川享世は平成 31 年度から本学医学部の特任  

助教に採用され、本事業の研究成果をもとに採択された AMED の肝炎対策事業においても

中心的役割を果たしている。さらに令和 2 年度からは、三浦浩美は本学医学部の特任助教

に、安田純平は本学医学部症例研究員に、久保田朋子は本学の技術職員への採用が決定

しており、それぞれのキャリア形成において積極的な支援がなされた。 

また、これらの特定研究員をはじめとして、本事業に参画する多くの基礎部門・臨床部門

の若手研究者が自ら科研費を獲得している。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

研究の進捗状況を毎月の定例検討会で報告し、費用対効果を含めた評価指標の達成度

を確認した。また、年１回の公開研究発表会を開催して、実験計画の調整や必要に応じての

見直し、さらに研究の進捗状況に応じた研究費の配分見直しを行った。特に、後半の 2 年間

は、それまでの基礎研究で発掘したシーズの中から臨床への応用が期待される課題を選別

し、重点的な予算配分を行った。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

研究 3 年目の終了時に中間評価会を開催し、3 名の外部識者による評価（5：順調に進ん

でいる ～ 1：かなり遅れている、の５段階評価）と、今後に向けて以下の助言を得た。また、

個別研究課題に対する評価を各研究者にフィードバックするとともに、研究費の配分見直し

を行った。 
 
【中間評価】 
 
１）松島綱治（東京大学教授）： 研究体制：５、若手支援：５、研究成果：５、総合評価：５ 

「５年プロジェクトの３年目にして、基礎研究的にはすでに大きな成果を示し始めており、

今後の発展、診断・予防・臨床への応用が期待される。」 

２）岡田保典（慶應義塾大学名誉教授・順天堂大学客員教授）：  

研究体制：５、若手支援：５、研究成果： ４、総合評価： ５ 

「東海大学内での優れた研究グループを選択し、マトリックス医学生物学センターの立ち

上げとともに積極的な活動を通して各研究グループが研究成果を上げており、非常に高く

評価される。今後 2 年間で、これまでの探索・解析研究をさらに深化させるとともに、診断・

治療・予防につながる研究へと発展することを期待したい。」 

３）貫和敏博（東北大学名誉教授）： 研究体制：５、若手支援：４、研究成果：４、総合評価：５ 

「初期に目標とした臓器線維化という面で、東海大学を中心にまとまった質の高い研究の

展開が見られ、後半も期待できる。」 
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研究5年目の事業終了時にも再び最終評価会を企画し（新型コロナウイルス感染症の拡

大により書面審査となった）、外部識者より書面審査を受け事業終了後さらに目指すべき課

題と方向性について、以下の助言を得た。 
 
【最終評価】 
 
１） 松島綱治（東京大学名誉教授・東京理科大学教授）：  

研究体制：５、若手支援：５、研究成果：５、総合評価：５ 

「今後は、基礎研究から創出されたシーズの確実な臨床研究での検証、さらなる基礎研究

を通した劇的な抗線維化作用を有する薬剤・治療法の確立、次世代を担う研究者の育成

に、引き続き取り組んで頂きたい。いずれの研究も素晴らしいが、特に Tcf21 を標的とした

薬剤開発に期待する。」 

２）岡田保典（慶應義塾大学名誉教授・順天堂大学客員教授）：  

研究体制：５、若手支援：５、研究成果： ４、総合評価： ５ 

「東海大学内の優れた研究グループを選択し、「マトリックス医学生物学センター」を立ち

上げるとともに、各研究グループの有機的な連携と積極的な研究活動を推進することで

確実に成果を上げており、高く評価される。全体としては、最初の 3 年間では臓器線維症

の病態解析と診断・治療のための基礎研究に主力を注ぎ、後半の 2 年間で診断・治療の

臨床を目指した研究へと進めており、研究目的がかなり順調に達成されたと判断される。

また、本支援事業で得られた成果をもとに AMED による「肝炎等克服緊急対策研究事業

（2018 年度～2020 年度）」や「橋渡し研究戦略的推進プログラム研究シーズ A（2020 年度

～2021 年度）」の採択を受けており、研究の継続的な進展がみられる。さらに、東海大学

内での医工連携での成果を既に上げている他、東京工業大学との医工連携もスタートし

ており、「マトリックス医学生物学」という学問分野の確立に向けたさらなる深化とともに、

臓器線維症の診断・治療・予防につながる研究へと発展することを期待したい。」 

３）貫和敏博（東北大学名誉教授）： 研究体制：５、若手支援：５、研究成果：４、総合評価：５ 

「この研究拠点形成により展開された課題のうち、以下の 3 因子を取り上げたい。（1）肝星

細胞を巡る線維化コントロール、ことに Tcf21 は肝臓以外での研究は活発であるが、星細

胞の脱活性化という肝臓の抗線維化の視点は興味ある。今後、基礎的意義と共に臨床応

用が期待される。（2）肝細胞の機能制御として取り上げられた Bcl6 は、もともとは B 細胞系

における研究しかなされていない。ここに見いだされたノックアウトマウスの所見は、新たな

臨床研究に繋がる可能性がある。（3）ユニークな骨髄移植後の GVHD 系の解析から取り

上げられた Angiotensinogen（AGT）は、よく知られる ACE 制御を介しての血圧制御以外に

dual function をもつ可能性がある。20 年前、SARS 受容体として同定された ACE2 は今回

の COVID-19 でも報告されている。すなわち、AGT の機能に抗炎症的機能はないのか？

ウイルス肺炎治療の臨床に繋がることを期待する。」 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

5 年間の助成期間内に、新たな診断マーカーあるいは治療標的として有用な新規分子の

同定を行い、いずれも特許出願に繋がった。また、これらの研究成果をもとに日本医療研究

開発機構(AMED)の事業にも採択され、臨床応用をいっそう意識した研究が行われている

が、現時点では臨床試験の実施には至っていない。今後は、できるだけ早期に非臨床 POC

を取得して、知財導出と臨床試験の実施に繋げられるよう精力的に取り組む。 
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＜研究成果の副次的効果＞ 

マトリックス研究が有する学際性を最大限に活かし、医工連携の推進にも力を注いだ   

結果、同じく私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の助成を受けた本学のマイクロ・ナノ 

研究開発センターとの間で、マイクロ流体デバイスやナノシートを用いた共同研究が活発に

行われた。これらの取り組みは、以下に示す学内における学部間連携を推進する東海大学

総合研究機構のプロジェクト研究への採択に繋がり、既に 4 報の論文発表がなされた。 

1) ヒト iPS 細胞由来肝組織を用いた肝疾患治療法の確立（平成 27 年度～29 年度） 

研究代表者： 紙谷聡英（本プロジェクト参加者） 

2) 新しい皮膚欠損創傷充填グラフト、再生促進剤の開発（平成 30 年度～令和 2 年度） 

研究代表者： 住吉秀明（本プロジェクト参加者） 

3) 腱・靭帯損傷の再生医療技術の開発に向けた医理農工連繋研究（令和元年度～3 年度） 

研究代表者： 葛巻 徹、研究分担者： 稲垣 豊（本プロジェクト参加者）、他 

4) マイクロデバイスを用いた神経変性疾患予防薬・治療薬の開発（令和元年度～3 年度） 

研究代表者： 大友麻子、研究分担者： 秦野伸二（本プロジェクト参加者）、他 
 

また、学外の研究機関として、東京工業大学生命理工学院のオープンイノベーションハブ

「バイオマトリックスイノベーション」ユニットとも連携し、共同研究の推進と社会への情報発信

を行うなど、医工連携の推進とともに「マトリックス医学生物学」という新たな学問分野の確立

を目指している。さらには、後述するように、国内外の研究施設に対してマトリックス医学生物

学センターが独自に作製した I 型コラーゲン産生細胞可視化マウス (Col1a2/EGFP) の提供

と共同研究を推進した。現在までの譲渡先は国内 20 機関・26 研究室と海外の 1 機関に及

び、共同研究としての発表論文は既に 15 編を数えるなど、臓器線維症研究を担うグローバ

ルセンターとしての貢献もなしえた。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 臓器線維症          （２） 組織リモデリング       （３） 組織修復                 

（４） 再生医療           （５） 発癌制御            （６） バイオマーカー                

（７） 創薬              （８） 若手支援           

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ （査読ありの英文論文から抜粋） 

＜テーマ１＞ 
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編集，臨床検査データブック 2019-2020, 医学書院，pp.215-216, 2019 

210-22. 小泉賢洋，深川雅史：動脈血pH，高久史麿監修，黒川清，春日雅人，北村聖編集，

臨床検査データブック 2019-2020, 医学書院，pp.216-217, 2019 

210-23. 深川雅史 編著：やさしい腎臓病患者のための骨・ミネラル代謝の自己管理〜保存

期・透析期から移植期まで〜 改訂３版、医薬ジャーナル社、2019 

210-24. 深川雅史 監修、豊田雅夫 編集：頼れる「かかりつけ薬剤師」になる！金芳堂、

2019 

210-25. 金井厳太、深川雅史：CKD-MBD,平田結喜緒監修、竹内靖博、杉本利嗣、成瀬光

栄編集、副甲状腺・骨代謝疾患診療マニュアル 改訂第２飯、診断と治療社、2019 

210-26. 中川洋佑、濱野直人、駒場大峰、深川雅史：副甲状腺、カルシウム、リン代謝の障

害、國分眞一朗、中山智祥 監訳 ハマー＆マクフィー 疾患の病態生理-臨床医学入門 
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原書７版、pp.509-544、丸善出版、2019 

210-27. 深川雅史：腎の構造と機能 総論、部門編集 深川雅史、総編集 南学正臣：内科

学書 改訂第９販、pp.396、中山書店、2019 

210-28. 深川雅史：CKD-MBD 管理の進歩―日本発エボカルセトへの期待と展望―、秋葉

隆，秋澤忠男編，透析療法ネクスト XXVI, pp.113-116, 医学図書出版，2019 

210-29. 中川洋佑、深川雅史：腎疾患治療薬、福井次矢監修、小松康宏、渡邊裕司編集、

Pocket Drugs 2020、医学書院、pp.320-332, 2020 

210-30. 深川雅史：腎疾患 最近の動向,福井次矢，高木誠，小室一成総編集（深川雅史：腎

疾患責任編集），今日の治療指針 2020 年版，医学書院，pp.592-593, 2020 
 
（穂積勝人） 

211-1. Hozumi K. Notch ligands for lymphocyte development. Notch Signaling, Springer 

Nature Singapore Pte Ltd, pp. 2017 
 

 

＜学会発表＞ （シンポジウム等の主題発表ならびに招待講演から抜粋） 

＜テーマ１＞ 
 
【主題発表】 
 
（紙谷聡英） 

301-1. 紙谷 聡英、鶴谷 康太、近田 裕美．ヒト多能性幹細胞由来肝前駆細胞の誘導と性

状解析, シンポジウム１「肝再生の update」, 第 22 回肝細胞研究会, 2015 年 6 月 4 日、

米子 
 

（大塚正人） 

302-1. Ohtsuka M, Miura H and Sato M. GONAD. Workshop in 14th Transgenic Technology 

Meeting, 2017. 9.28 – 10. 1, Salt Lake City, UT 

302-2. Ohtsuka M, Sato M. GONAD. Workshop in Mouse Genome Engineering in EMBO 

Practical Course, July 17-18, 2017, Dresden, Germany 

302-3. Ohtsuka M， i-GONAD: A method for genome editing rodents without ex vivo 

handling of embryos. New Frontiers in CRISPR-based Gene Editing (Part of the 25th 

International Molecular Medicine Tri-Conference), San Francisco, CA, February 15-16, 

2018 

302-4. 大塚正人．胚の体外操作を要しないゲノム編集動物作製法 GONAD の開発と応用. 

R-GUT2018 シンポジウム/応用動物科学セミナー「発生工学・ゲノム編集による遺伝子

組換え動物作出と栄養学研究への応用」、2018 年 11 月 9 日、東京大学 

302-5. Ohtsuka M， i-GONAD: a simple method to generate genome-edited mice without ex 

vivo handling of embryos. Workshop in 15th Transgenic Technology Meeting, 2019. 4.12, 

Kobe RIKEN 

302-6. 大塚正人．胚操作を要せずにゲノム編集動物を作製可能な新手法「GONAD」の開発

と応用. 第 60 回日本生化学中国・四国支部例会. シンポジウム 2019 年 5 月 17 日、

山口大学 

302-7. Ohtsuka M, i-GONAD: ex vivo manipulation-free method to create genome-edited 

animals. Workshop in Mouse Genome Engineering in EMBO Practical Course, September 
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2, 2019, Dresden, Germany 

302-8. 大塚正人．自分で作るゲノム編集動物. 日本遺伝学会第 91 回大会、2019 年 9 月

11 日、福井大学 

302-9. 大塚正人．マウス i-GONAD 法の開発と最適化、および今後の課題. 第 42 回日本分

子生物学会年会  フォーラム  胚の培養や移植いらずのゲノム編集動物作製法

i-GONAD の現状と将来. 第 42 回日本分子生物学会年会. 2019 年 12 月 5 日、福岡 
 

（浅野浩一郎） 

303-1. 浅野浩一郎．重症喘息のバイオマーカーと個別化医療．シンポジウム「個別化治療

に向けた呼吸器疾患バイオマーカーの現状と未来」、第55回日本呼吸器学会学術講演

会、2015年4月17日、大阪 

303-2. Asano K. Symposium. Clinical phenotypes and molecular mechanisms of severe 

asthma. XXIV World Allergy Congress. 2015. 10. 1, Seoul, Korea 

303-3. Asano K. Invited lecture. Clinical phenotypes and molecular mechanisms of severe 

asthma. 121st Spring Congress of Korean Academy of Tuberculosis and Respiratory 

Diseases. 2016. 4. 16, Seoul, Korea 

303-4. Asano K. Severe asthma: Lessons learned from global studies. Joint ATS/ERS/JRS 

symposium on severe asthma, American Thoracic Society International Conference, 

2016. 5. 15, San Francisco, CA 

303-5. Asano K. Asthma-COPD overlap syndrome. EAACI symposium: Key updates and 

emerging trends, Joint Congress of Asia Pacific Association of Allergy, Asthma, and 

Clinical Immunology (APAAACI) and Asia Pacific Association of Pediatric Allergy, 

Respirology, and Immunology (APAPARI) 2016, 2016. 10. 18, Kuala Lumpur, Malaysia 

303-6. 浅野浩一郎．経皮感作と喘息．シンポジウム「バリア機能とアレルギー」、第3回日本

アレルギー学会総合アレルギー講習会、2016年12月、横浜 

303-7. 浅野浩一郎．特別講演 真菌と気道アレルギー 第57回日本呼吸器学会学術講演

会、2017年4月、東京 

303-8 Asano K. Clinical characteristics of allergic bronchopulmonary mycosis/aspergillosis 

in Japan. East Asia Allergy Symposium 2017, 2017. 6. 16, Tokyo 

303-9 浅野浩一郎．病態生理の最新の知見 シンポジウム「成人喘息の基本知識から最

新情報まで」、第4回総合アレルギー講習会、2017年12月、横浜 

303-10  浅野浩一郎．２型炎症反応関連分子・脂質メディエータの標的薬 シンポジウム「ア

レルギー疾患の治療薬最前線」 第4回総合アレルギー講習会、2017年12月、横浜 

303-11  小熊 剛、浅野浩一郎．アレルギー性気管支肺真菌症（ABPM）の臨床 〜全国調

査の結果を踏まえて〜 シンポジウム「アレルギー性気管支肺真菌症」 第37回日本画

像医学会、2018年2月、東京 
 

（住吉秀明） 

304-1. 住吉秀明、柳川享世、稲垣 豊．肝前駆細胞の動員・増殖を促す新規分子を用いた

線維肝に対する再生治療戦略．ワークショップ２「臨床応用を見据えた肝再生医学・線維

化研究の新展開」、第102回日本消化器病学会総会、2016年4月22日、東京 

304-2. 住吉秀明、稲垣 豊．ミズクラゲ由来コラーゲンを用いた、優れた皮膚再生をもたら

す人工真皮の開発．シンポジウム「真皮マトリックスへの多面的アプローチによる病態解

明」、第48回日本結合組織学会学術大会、2016年6月24日、長崎 



（様式 2） 

 

法人番号 131053 

プロジェクト番号 S1511010 

 

304-3. 住吉秀明、中尾祥絵、柳川享世、中野泰博、岡村陽介、川口 章、遠藤 整、稲垣 

豊. ミズクラゲ成分の表皮角化細胞に対する生物学的効果の検証．シンポジウム1「バイ

オマテリアルとしてのコラーゲン」、第51回日本結合組織学会学術大会、2019年5月31

日、東京 
 
【招待講演】 
 
（紙谷聡英） 

401-1. 紙谷 聡英．ヒト iPS 細胞を用いた疾患モデル作製とその評価．技術協会セミナー

「疾患特異的 iPS 細胞の作製・分化誘導法と創薬応用」、2015 年 6 月 12 日、東京 

401-2. 紙谷聡英．肝発生過程の解析および再生医学への応用．長崎大学医歯薬学総合

研究科・大学院セミナー、2017 年 1 月 12 日、長崎 

401-3. 紙谷聡英．ヒト多能性幹細胞を用いた肝臓疾患の新規治療・解析系の構築．国立成

育医療研究センターセミナー、2017 年 8 月 16 日、東京 
 
（大塚正人） 

402-1. Ohtsuka M. Development of novel mouse genome engineering tools: GONAD and Easy 

(Isi)-CRISPR, Seminarin Centre de Recherche –Institut Curie, 2016. 3.25. Orsay, France 

402-2. 大塚正人、高橋 剛、三浦 浩美、和田 健太、佐藤 正宏. GONAD 法：採卵、顕微注

入、胚移植のステップが不要なゲノム編集マウス作製法. 第 39 回日本分子生物学会年

会（BMB2016）、2016 年 11 月 30 日－12 月 2 日、横浜 

402-3. Ohtsuka M. Generation of knockdown mice using PITT and Easi-CRISPR. 

MicroRNAs/Noncoding & Genome Engineering/Editing and Europe-2016, Peterhouse 

University of Cambridge, 2016.11.1-2, Cambridge, UK 

402-4. 大塚正人．GONAD 法：ex vivo 胚操作を要しないゲノム編集動物作製法. SKIP × 

幹細胞若手の会 Symposium 2016 - Integrative Stem Cell Biology for Regenerative 

Medicine -、2016 年 9 月 30 日、東京 

402-5. 大塚正人．GONAD: ex vivo 胚操作を要しないゲノム編集マウス作製手法．第 40 回

日本分子生物学会年会 ランチョンセミナー、2017 年 12 月 7 日、神戸 

402-6. Ohtsuka M. GONAD; a novel genome engineering method. Scientific Talk in the 

TT2017 Workshop, 2017. 9.29, Salt Lake City, UT 

402-7. 大塚正人．新規ゲノム編集マウス作製法：Easi-CRISPR 法と GONAD 法．理研 BRC

セミナー、2017 年 9 月 8 日、つくば 

402-8. 大塚正人．新規ゲノム編集マウス作製法：Easi-CRISPR と GONAD．国立成育医療セ

ンター研究所特別セミナー、２０１７年８月２４日、東京 

402-9. 大塚正人．遺伝子改変マウス作製の簡便化を実現する新しい手法 : GONAD

（Genome-editing via Oviductal Nucleic Acids Delivery）法．徳島大学「ゲノム編集事業」

キックオフシンポジウム 「ゲノム編集によって人類の様々な問題の解決」、２０１７年８月

２日、徳島 

402-10. Ohtsuka M. GONAD: a simple method to generate genome-edited mice without ex 

vivo handling of embryos. Scientific Talk in Mouse genome engineering in EMBO Practical 

Course, 2017. 7.17, Dresden, Germany 

402-11. 大塚正人．新規遺伝子改変マウス作製方法：PITT, Easi-CRISPR, GONAD. 2017 年

11 月 12 日、第３回川島カンファレンス、内藤記念くすり博物館、岐阜県各務原市 
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402-12. 大塚正人．新規ゲノム編集動物作製法：Easi-CRISPR 法と GONAD 法. 2017 年 12

月 27 日、東北大学 

402-13. 大塚正人．ex vivo 胚操作が不要なゲノム編集動物作製法「GONAD」の開発とラット

への応用を目指して. 2018 年 1 月 22 日、第 11 回ラットリソースリサーチ研究会、京都大

学 

402-14. Ohtsuka M. Easi-CRISPR and GONAD: novel animal genome engineering tools. PBS 

Seminar, University of Georgia, College of Pharmacy, September 12, 2018 

402-15. 大塚正人．ex vivo 胚操作が不要なゲノム編集動物作製法「GONAD」の開発と応用.   

2019 年 1 月 10 日、奈良県立医科大学 

402-16. 大塚正人．胚の体外操作を必要としないゲノム編集動物作製法：i-GONAD. 2019

年 1 月 21 日、第 13 回 実験動物センター・リサーチコアセンタージョイントセミナー、東京

医科歯科大学 

402-17. 大塚正人．遺伝子操作技術の現状と未来展望. 2019 年 1 月 28 日、中部大学、生命

健康科学研究所、ライフサイエンスセミナー 

402-18. 大塚正人．体外での胚操作がいらないゲノム編集動物作製法 i-GONAD の最適化. 

第 66 回日本実験動物学会総会. ランチョンセミナー、2019 年 5 月 16 日、博多 

402-19. 大塚正人．自分で作るゲノム編集マウス. ゲノム編集ミーティング「新しいゲノム編

集技術によるヒト疾患モデルマウスの効率的作製」. 2019 年 7 月 12 日、明治大学 

402-20. 大塚正人．i-GONAD：胚の体外操作を要しないゲノム編集動物作製法. ヒト疾患モ

デル研究センター／生命医科学研究所合同セミナー. 2019 年 7 月 16 日、東京理科大学 

402-21. 大塚正人．i-GONAD : 胚培養や移植いらずのゲノム編集動物作製法. 神戸大学

「実験動物に感謝する集い」. 2019 年 9 月 27 日、神戸大学 

402-22. 大塚正人．i-GONAD：体外での胚操作を要しないゲノム編集動物作製法. 基礎生

物学研究所 新規モデル生物開発センター トレーニングコース 『新規モデル生物のマ

イクロインジェクション技術講習会』 2020 年 1 月 17 日、基礎生物学研究所 
 
（浅野浩一郎） 

403-1. 浅野浩一郎．教育セミナー 喘息における吸入ステロイド治療 －ピットフォールと限

界－ 第109回臨床呼吸生理研究会学術集会、2015年6月、東京 

403-2. 浅野浩一郎．気道過敏性．第55回臨床呼吸機能講習会、日本呼吸器学会、2015年

8月、福岡 

403-3. 浅野浩一郎．ランチョンセミナー 重症喘息とは何か？～定義、病型、治療戦略～ 

第55回臨床呼吸機能講習会、日本呼吸器学会、2015年8月、福岡 

403-4. 浅野浩一郎．真菌に対する気道の生体応答～アレルギー性気管支肺アスペルギル

ス症との関連～ 第79回東海呼吸器感染症研究会、2015年9月、名古屋 

403-5. 浅野浩一郎．重症喘息の病型と免疫病態．Saitama Allergy Workshop 第5回学術講

演会、2015年10月、川越 

403-6. 浅野浩一郎．気管支喘息診療の進歩．神奈川内科医学会 第40回臨床医学研修講

座、2015年10月、平塚 

403-7. 浅野浩一郎．重症喘息と関連病態について．第30回山口県呼吸器セミナー、2015年

11月、山口 

403-8. 浅野浩一郎．呼吸機能検査はいつ、どう使うのか？ 第260回神奈川県肺癌・呼吸

器研究会、2015年11月、横浜 
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403-9. 浅野浩一郎．気管支喘息の新規バイオマーカー ペリオスチン．第12回呼吸器バイ

オマーカー研究会、2015年11月、東京 

403-10. 浅野浩一郎．重症喘息の病型と免疫病態．第18回北関東内科セミナー、2016年2

月、前橋 

403-11. 浅野浩一郎．教育講演 スキンケアと喘息．第115回日本皮膚科学会総会、2016年

6月、京都 

403-12. 浅野浩一郎．重症喘息の最新治療．日本内科学会関東支部第54回生涯教育講演

会、2016年7月、東京 

403-13. 浅野浩一郎．気道過敏性．第56回臨床呼吸機能講習会、日本呼吸器学会、2016

年8月、岡山 

403-14. 浅野浩一郎．COPDの治療と管理．東京都健康づくり推進指導者育成研修会、

2016年11月、東京 

403-15. 浅野浩一郎．特別講演 真菌と気道アレルギー．第57回日本呼吸器学会学術講演

会、2017年4月23日、東京  

403-16. 浅野浩一郎．教育講演 重症喘息と診断する前に〜新しい定義と病型分類〜．平

成30年度日本内科学会生涯教育講演会、2018年6月、大阪 

403-17. 浅野浩一郎．教育講演 環境真菌とアレルギー性気道疾患．日本職業・環境アレ

ルギー学会、2018年7月、横浜 

403-18. 浅野浩一郎．教育講演 重症喘息の病型と病態．第32回日本臨床内科医学会、

2018年8月、横浜 

403-19. 浅野浩一郎．教育講演 重症喘息の病型と病態．第110回ACCP日本部会定期教

育講演会、2018年10月、東京 

403-20. 浅野浩一郎．教育講演 重症喘息と診断する前に〜新しい定義と病型分類〜．平

成30年度日本内科学会生涯教育講演会、2018年11月、大阪 

403-21. 浅野浩一郎．教育講演 重症喘息の診断と治療．第60回日本内科学会北海道支

部生涯教育講演会、2018年11月、札幌 

403-22. 浅野浩一郎 教育講演 アレルギー性気管支肺真菌症を正しく診断するために 第

59回日本呼吸器学会学術講演会、2019年4月、東京 
 
（住吉秀明） 

404-1. 住吉秀明．肝臓の健康とコラーゲンについて. 第52回日本ペプチド学会、ペプチド討

論会、市民フォーラム. 2015. 11.15. 平塚 

404-2. 住吉秀明．ミズクラゲコラーゲンを用いた新しい創傷治癒促進薬の研究開発. 生細

胞研究グローバルトレンドセミナー2017. 2017.8.24. 東京 
 

＜テーマ２＞ 
 

【主題発表】 
 
（稲垣 豊） 

305-1. 稲垣 豊、住吉秀明、三上健一郎．Notch/Jagged-1 シグナルを介した肝線維化と再

生・発癌の病態連繋．ワークショップ９｢肝線維化研究の進歩｣、第 51 回日本肝臓学会総

会、2015 年 5 月 22 日、熊本 

305-2. 稲垣 豊、住吉秀明．肝線維化と再生の病態連繋．レビュー１「肝線維化研究のカッ
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ティングエッジ」、第 22 回肝細胞研究会、2015 年 6 月 4 日、米子 

305-3. 稲垣 豊．骨髄と肝臓の連関からみた炎症・線維化と再生の病態連繋．シンポジウム

６「臓器線維化制御の戦略と臨床応用」、第 37 回日本炎症・再生医学会、2016 年 6 月

16 日、京都 

305-4. 稲垣 豊、住吉秀明．臓器線維症の病態解明に立脚した新たな診断・治療法の開発

に向けた拠点形成．ワークショップ「マトリックスコネクション 2016」、第 48 回日本結合組

織学会学術大会、2016 年 6 月 25 日、長崎 

305-5. 稲垣 豊．ミトコンドリア酸化ストレスと高脂肪・高カロリー食摂取による肝線維化の

進展機構．ワークショップ１「過栄養に対する肝臓代謝リモデリング（肝臓の内的応

答）」、第 3 回肝臓と糖尿病・代謝研究会、2016 年 7 月 16 日、金沢 

305-6. Inagaki Y. Pathophysiological interplay between fibrosis and regeneration of the liver. 

Liver Simposium-5 “Update on Liver Fibrosis”, Asian Pacific Digestive Week 2016, 

2016.11. 4, Kobe, Japan 

305-7. 稲垣 豊、柳川享世、住吉秀明．エクソソーム内包新規再生促進因子に着目した線

維肝に対する再生治療戦略．シンポジウム３「肝臓の再生：病態から治療へ」、 第 17 回

日本再生医療学会総会、2018 年 3 月 21 日、横浜 

305-8. 中野泰博、紙谷聡英、稲垣 豊：細胞リプログラミングによる活性化星細胞の静止期

転換を介した肝線維化治療法の開発．ワークショップ１「肝臓領域の基礎研究における

新しい潮流と臨床応用」第 54 回日本肝臓学会総会、2018 年 6 月 14 日、大阪 

305-9. 柳川享世、住吉秀明、稲垣  豊：線維肝再生促進因子 Opioid growth factor 

receptor-like 1 に着目した肝硬変に対するエクソソーム医療の創出．シンポジウム３「肝

線維化の基礎と臨床」第 54 回日本肝臓学会総会、2018 年 6 月 14 日、大阪 

305-10. 柳川享世、住吉秀明、中尾祥絵、笠原大瑚、近田裕美、紙谷聡英、横森昭弘、稲垣 

豊：新規再生促進因子 Opioid growth factor receptor-like 1 に着目したエクソソーム医療

の基盤構築．ワークショップ「マトリックスと細胞機能」第 50 回日本結合組織学会学術大

会、2018 年 6 月 29 日、福岡 

305-11. 田中利明、常永 誠、柳川享世、茂呂 忠、内山太郎、上田 修、田川陽一、稲垣 

豊、生駒俊之：Ⅰ型コラーゲンの分泌およびプロセシング過程の線維芽細胞におけるラ

イブイメージング解析．ワークショップ「マトリックスと細胞機能」第 50 回日本結合組織学

会学術大会、2018 年 6 月 29 日、福岡 

305-12. 笠原大瑚、住吉秀明、遠藤 整、柳川享世、紙谷聡英、木村啓志、稲垣 豊：肝小葉

の Zonation に着目した肝臓構築のための基盤整備．シンポジウム１「肝臓構築のための

基盤整備」第 25 回肝細胞研究会、2018 年 7 月 12 日、東京 

305-13. 柳川享世、住吉秀明、中尾祥絵、松木勇樹、近田裕美、紙谷聡英、横森昭弘、稲垣 

豊：エクソソーム内包肝再生促進因子を用いた肝不全治療の展望．シンポジウム２「肝

不全治療への応用を目指したサイエンス－基礎と臨床から－」第 25 回肝細胞研究会、

2018 年 7 月 13 日、東京 

305-14. 柳川享世、住吉秀明、中尾祥絵、笠原大瑚、松木勇樹、近田裕美、紙谷聡英、横森

弘昭、稲垣 豊：エクソソーム内包タンパク質 Opioid growth factor receptor-like 1 を介

した傷害肝再生機構の解明．シンポジウム２「形態学を基盤にした肝疾患研究の進歩と

臨床応用」第 50 回日本臨床分子形態学会学術集会、2018 年 9 月 8 日、東京 

305-15. 柳川享世、住吉秀明、中尾祥絵、松木勇樹、紙谷聡英、近田裕美、大塚正人、三浦

浩美、横森昭弘、高木孝士、稲垣 豊：造血系細胞が分泌するエクソソームを介した肝
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発生と傷害肝修復の制御機構．シンポジウム「エクソソームを介した肝病態の制御機

構」第 26 回肝細胞研究会、2019 年 5 月 23 日、横浜 

305-16. 田中利明、守矢恒司、柳川享世、稲垣 豊、生駒俊之：肝星細胞におけるⅠ型コラ

ーゲンの分泌およびプロセシング過程のライブイメージング解析．ワークショップ「肝臓

研究における新機軸」第 26 回肝細胞研究会、2019 年 5 月 24 日、横浜 

305-17. 中野泰博、住吉秀明、稲垣 豊：肝癌進展における Notch シグナルの意義と治療戦

略．パネルディスカッション８「臨床応用を目指した肝発癌機構の基礎的検討」第 55 回日

本肝臓学会総会、2019 年 5 月 30 日、東京 

305-18. 柳川享世、住吉秀明、紙谷聡英、横森弘昭、稲垣 豊：肝実質細胞と造血系細胞と

のクロストークを介した肝発生と傷害肝修復の制御機構．ワークショップ１０「肝構成細

胞の病態生理：基礎的研究の臨床応用」第 55 回日本肝臓学会総会、2019 年 5 月 30

日、東京 
 
（竹腰 進） 

306-1. 竹腰 進、井野元智恵、嘉納麻耶、寺本明、長村義之．下垂体前葉細胞の機能分化

と腺腫発生―基礎研究からのアプローチ―．第 90 回日本内分泌学会シンポジウム、 

2017 年 4 月 20 日、京都 

306-2. 竹腰 進：脂溶性情報伝達物質の過酸化による病態発生の分子機構. 第 65 回日本

食品科学工学会シンポジウム 2018 年 8 月 22 日、仙台 
 
（石井恭正） 

307-1. Ishii T. Lipid peroxidation-induced innate immune responses influence the anti- 

carcinogenesis of large-cell lung carcinoma in mitochondrial ROS overproduction model 

mice. Molecular basis for regulation of aging and disease, Asian Society for Aging 

Research Symposium 2017, 2017. 3. 2-5, Sapporo, Japan 

307-2. 石井恭正，杉田晃一，浅利真司，安田佳代，山本順寛，石井直明．ミトコンドリア複

合体 II 電子伝達異常に伴う酸化ストレス発生の生体への副次的作用．第 30回日本酸化

ストレス学会関東支部会、2015 年 12 月 19 日、東京 

307-3. Ishii T, Ishii N. Mitochondrial redox regulation and state in aging. Symposium 4AS11: 

Redox, Energy, Disease. Consortium of Biological Sciences 2017 (ConBio2017), 2017.12.  

6-9, Kobe, Japan 

 

【招待講演】 
 
（稲垣 豊） 

405-1. Yutaka Inagaki. Identification of a novel bone marrow cells-derived factor that 

accelerates regeneration of fibrotic liver. 18th International Symposium on Cells of 

Hepatic Sinusoid, 2015. 11.12, Asilomar, CA 

405-2. Yutaka Inagaki. Biomarker of fibrosis. Session 9: Mechanism of Liver Fibrosis. 25th 

Conference of the Asian Pacific Association for the Study of the Liver, 2016. 2. 23, 

Tokyo, Japan 

405-3. 稲垣 豊、住吉秀明．コラーゲンの発現からみた創傷治癒と皮膚線維症の病態形

成．教育講演８「細胞外マトリックス(ECM)と皮膚疾患」、第 115 回日本皮膚科学会総会、

2016 年 6 月 3 日、京都 



（様式 2） 

 

法人番号 131053 

プロジェクト番号 S1511010 

 

405-4. 稲垣 豊．病態の基礎－肝の線維化と再生．平成 29 年度日本肝臓学会教育講演

会、2017 年 8 月 27 日、東京 

405-5. Yutaka Inagaki: Pathogenesis and treatment of liver fibrosis. International workshop 

on new micro technology and translational approaches for organ regeneration and cancer 

therapies. 2018. 6.26, Tokyo 

405-6. 稲垣  豊：肝線維化機序と治療戦略．平成 30 年度日本肝臓学会  School of 

Hepatology、2018 年 8 月 25 日、新潟 

405-7. 稲垣 豊、茂呂 忠：NASH における肝線維化の進展機構．シンポジウム２「肥満合併

症としての肝疾患－NASH と肝細胞癌をどう捉えるか－」第 39 回日本肥満学会、2018 年

10 月 7 日、神戸 

405-8. 稲垣 豊、茂呂 忠：NASH における肝線維化の進展機構．シンポジウム２「肥満合併

症としての肝疾患－NASH と肝細胞癌をどう捉えるか－」第 39 回日本肥満学会、2018 年

10 月 7 日、神戸 
 
（竹腰 進） 

406-1. 竹腰 進．脂質過酸化反応を起点とするシグナル伝達異常と肝組織傷害．第23回日

本過酸化脂質・抗酸化物質学会 特別講演、2015 年 8 月 22 日、仙台 

406-2. 竹腰 進．Immunoblotting 法の基礎と応用．第 40 回組織細胞化学講習会、2015 年 8

月 5 日、東京 

406-3. 竹腰 進．酸化ストレスとプロテインキナーゼ．第 14 回日本病理学会カンファレンス、

2017 年 7 月 29 日、犬山 

406-4. 竹腰 進．Immunoblotting 法の基礎と応用．第 42 回組織細胞化学講習会、2017 年 8

月 3 日、前橋 

406-5. 竹腰 進．Immunoblotting 法の基礎と応用．第 44 回組織細胞化学講習会、2019 年 8

月 2 日、東京 
 
（石井恭正） 

407-1. Ishii T. Age-dependent chronic inflammatory responses associated with genetically 

impaired mitochondria by SDHC mutation. The National Yang-Ming University-Nagasaki 

University Joint Meeting, 2015. 7. 23, Nagasaki, Japan 

407-2. 石井恭正、杉田晃一、浅利真司、安田佳代、山本順寛、石井直明．ミトコンドリア複

合体 II 電子伝達異常に伴う酸化ストレス発生の生体への副次的作用．第 30回日本酸化

ストレス学会関東支部会，2015 年 12 月 19 日、代々木 

407-3. 石井恭正．短寿命モデルマウスを用いた生理的老化の分子基盤研究．国立長寿医

療研究センター研究所 NCGG セミナー、2017 年 3 月 17 日、愛知 

407-4. 石井恭正．細胞内ストレスによる個体機能低下（老化）～非疾患短寿命モデルマウス

を用いた生理的老化の分子基盤研究～．東京薬科大学大学院セミナー、2017 年 7 月 14

日、相模原 
 
（秦野伸二） 

408-1. Hadano S. Neurological diseases: Recent advances in studies on genes and their 

functions. 2015 Tianfu International Stroke Conference, 2015. 5.30, Chengdu, China 

408-2. Hadano S. Motor neuron diseases: Recent advances in studies on genes and their 

functions. Subdivision Society for Parkinson's Disease and Movement Disorders, Society 

of Neurology in Sichuan Province, 2015. 5.30, Chengdu, China 
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408-3. Hadano S. Molecular pathogenesis of ALS: Dysregulation of membrane trafficking and 

proteostasis. Annual Conference 2016: Movement Disorders and Motor Neuron Disease, 

Society of Neurology in Sichuan Province, 2016. 6.25, Chengdu, China 

408-4. Hadano S. Therapeutic targets for ALS: Autophagy and oxidative stress. Annual 

conference 2017: Parkinson Disease and Movement Disorders, Society of Neurology in 

Sichuan Province, 2017. 5.13, Chengdu, China 
 
＜テーマ３＞ 
 
【主題発表】 
 
（松阪泰二） 

309-1. Matsusaka T. Megalin-dependent intrarenal generation of angiotensin II induced by 

podocyte injury. 国際高血圧学会サテライトシンポジウム、2016. 9.23、東京 
 
（深川雅史） 

310-1. Fukagawa M. Secondary hyperparathyroidism. 3rd International Symposium on the 

Calcium Sensing Receptor (CASR). 2017. 5.12, Florence, Italy 

310-2. 深川雅史．尿毒素が引き起こす臓器連関破綻：骨・腎連関．ワークショップ「尿毒素

から紐解く臓器連関と生体恒常性破綻のメカニズム」、生命科学系学会合同年次総会、

2017 年 12 月 7 日、神戸 

310-3. Fukagawa M. Secondary hyperparathyroidism; Update. 8th Croatian Congress of 

Nephrology, Dialysis and Transplantation, 2017. 5.20, Bodice, Croatia 

310-4. Fukagawa M. Management of HPT in dialysis. 11th International Congress of the ISHD, 

2017. 8. 3, Bangkok, Thailand 

310-5. Fukagawa M: Expanding roles of Calcimimetics in the management of 

hyperparathyroidism. Lunchon symposium, 38th Annual Meeting of the Korean Society of 

Nephrology, 2018. 5.19、Seoul, Korea 

310-6. Fukagawa M: Calcimimetics in the management of hyperparathyroidism in dialysis 

patients. First International Blood Purification Forum, The 8th Cross-Strait Blood 

Purification Exchange Conference. 2019．3．10、Beijing, China 

310-7. Fukagawa M: Vascular calcification in CKD: Pathogenesis and prevention, O-220, 

Theme Symposium: Dialysis: Getting to the heart of the matter, ISN World Congress of 

Nephrology, 2019. 4.13、Melbourne, Australia 
 
（鬼塚伸二） 

312-1. 鬼塚真仁．造血細胞移植後 BO の臨床像．ワークショップ１「How we should diagnosis 

and treat BO」、第 39 回日本造血細胞移植学会総会、2017 年 3 月 2 日、島根 
 
【招待講演】 
 
（深川雅史） 

410-1. Fukagawa M. Cinacalcet, FGF23/Klotho, and parathyroid hyperplasia. 2nd 

International Symposium on the Calcium-Sensing Receptor, 2015.3.4, San Diego, CA 

410-2. FukagawaM. Modern concepts of phosphate control in HD patients. Hemodialysis 

University 2015 Shanghai Update, 2015.5.24, Shanghai, China 
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410-3. FukagawaM. Secondary hyperparathyroidism in ESRD: balancing guidelines with 

management: Practiical considerations. Hemodialysis University 2015 Shanghai Update, 

2015.5.24, Shanghai, China. 

410-4. Fukagawa M. Uremic osteoporosis, A Nexus of Treatment on Chronic Kidney Disease, 

2015. 8.28-30, Taipei-Taochung-Kaoshung, Taiwan 

410-5. FukagawaM. Kidney and mineral metabolism in health and CKD. 3rd Asian Clinical 

Congress, 2015. 9. 3, Tokyo, Japan. 

410-6. Fukagawa M. Prevention and management of chronic kidney disease. Cambodian and 

International Seminar 2015 ‘Nephrology and Dialysis’, 2015. 9.22, Phonom Penh, 

Cambodia 

410-7. Fukagawa M. Recent topics in CKD-MBD management. Expert meeting on Cinacalcet. 

2005 Annual Congress of Chinese Society of Nephrology, 2015.11.18, Zuhai, China 

410-8. Fukagawa M. Renal Grand Round: Pathogenesis and treatment of severe secondary 

hyperparathyroidism with hyperplasia. Visiting Professor, University of California at 

Irvine. 2015. 3. 2, Irvine, CA 

410-9. Fukagawa M. Cinacalcet, FGF23/Klotho, and Parathyroid Hyperplasia. 2nd 

International Symposium on the Cacium-sensing receptor, 2015. 3. 4, San Diego, CA 

410-10. Fukagawa M. Modern concepts of phosphate control in HD patients. Hemodialysis 

University 2015 Shanghai Update, 2015. 5.24, Shanghai, China. 

410-11. Fukagawa M. Secondary hyperparathyroidism in ESRD: balancing guidelines with 

management: Practiical considerations. Hemodialysis University 2015 Shanghai Update, 

2015. 5.24, Shanghai, China. 

410-12. Fukagawa M. Uremic osteoporosis, A Nexus of Treatment on Chronic Kidney 

Disease, 2015. 8. 28-30, Taipei, Taochung &Kaoshung, Taiwan. 

410-13. Fukagawa M. Kidney and mineral metabolism in health and CKD. 3rd Asian Clinical 

Congress, 2015. 9. 3, Tokyo, Japan 

410-14. Fukagawa M. Prevention and management of chronic kidney disease, Cambodian and 

International Seminar 2015 ‘Nephrology and Dialysis’, 2015. 9.22, Phonom Penh, 

Cambodia. 

410-15. Fukagawa M. Recent topics in CKD-MBD management. Expert meeting on 

Cinacalcet. 2005 Annual Congress of Chinese Society of Nephrology, 2015.11.18, Zuhai, 

China. 

410-16. Fukagawa M. Effect of CKD-MBD on CKD progression, XVIII International 

Congress on Nutrition and Metabolism in Renal Disease 2016, 2016. 4.23, Okinawa, 

Japan. 

410-17. Fukagawa M. Bone and mineral metabolism in end-stage kidney disease, Clinical 

Workshop 2: Chronic kidney disease and bone, 43rd Annual Meeting, European Calcified 

Tissue Society, 2016. 5.16, Rome, Italy. 

410-18. Fukagawa M. Control of CKD-MBD on survival and fracture: Epidemiological and 

Pathophysiological aspects, Special lecture by visiting professor, Universita Degli Studi 

di Milano, 2016. 5.19, Milan, Italy. 

410-19. Fukagawa M. Outcome of CKD-MBD: pathophysiology and management, Joint 

Symposium ERA-EDTA & JSN, 53rd Congress of erA-EDTA, 5/24/2016, Vienna Austria. 



（様式 2） 

 

法人番号 131053 

プロジェクト番号 S1511010 

 

410-20. Fukagawa M. Pathogenesis of bone fragility in chronic kidney disease. 

Korea-China-Japan Joint Symposium. 36th Annual Meeting of the Korean Society of 

Nephrology, 2016. 6. 3, Seoul, Korea 

410-21. Fukagawa M. Optimal control of PTH: For what? How?, Lunchon Symposium 5, 36th 

Annual Meeting of the Korean Society of Nephrology, 2016. 6. 4, /4/2016, Seoul, Korea. 

410-22. Fukagawa M. Management and Outcome of CKD-MBD in Japan, JSN/ERA-EDTA 

Joint Symposium, 59th Annual Meeting of Japanese Society of Nephrology, 2016. 6.18, 

Yokohma, Japan 

410-23. Fukagawa M. Recent Progresses in CKD-MBD management, JSN/KDIGO Joint 

Symposium: Revised Guideline on CKD-MBD, 59th Annual Meeting of Japanese Society 

of Nephrology, 2016. 6.18, Yokohma, Japan 

410-24. Fukagawa M. Secondary hyperparathyroidism, 3rd International Symposium on the 

the Calcium Sensing Receptor (CASR), 2017. 5.12, Florence, Italy 

410-25. Fukagawa M. Secondary hyperparathyroidism; Update, 8th Croatian Congress of 

Nephrology, Dialysis and Transplantation, 2017. 5.20, Bodice, Croatia 

410-26. Fukagawa M. The role of global and local guidelines: Updates on KDIGO guideline, 

POST 2017 JSDT symposium: CKD-MBD Disease, 2017. 7.16, Taipei, Taiwan 

410-27. Fukagawa M. Management of HPT in dialysis. 11th International Congress of the 

ISHD, 2017. 8. 3, Bangkok, Thailand 

410-28. Fukagawa M. Expanding roles of Calcimimetics in the management of 

hyperparathyroidism. Lunchon symposium, 38th Annual Meeting of the Korean Society of 

Nephrology, 2018. 5.19, Seoul, Korea 

410-29. Fukagawa M. Management of Hyperphosphatemia and Vascular Calcification in CKD, 

26th Postgraduate course in dialysis, 2019.10.19, Manila, Phillippines 

410-30. Fukagawa M. Management of secondary hyperparathyroidism by calcimimetics. New 

Progress in Clinical Diagnosis and Treatment of CKD-MBD and Information Management 

on Hemodialysis 2019, 2019.11.23, Shanghai, China  
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

【研究報告会】 

 

1) 平成 28 年度公開研究報告会： 2016 年 5 月 10 日、東海大学医学部（伊勢原市） 

2) 平成 29 年度公開研究報告会： 2017 年 5 月 9 日、東海大学医学部（伊勢原市） 

3) 東海大学公開シンポジウム「臓器線維症の病態解明と新たな診断・予防・治療法開発の

ための拠点形成」： 2018 年 2 月 6 日、東海大学校友会館（東京都千代田区） 
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4) 平成 31 年度公開研究報告会： 2019 年 5 月 14 日、東海大学医学部（伊勢原市） 

5) 東海大学公開シンポジウム「「臓器線維症の病態解明と新たな診断・予防・治療法開発の

ための拠点形成」： 2020 年 2 月 28 日、東海大学校友会館（東京都千代田区） 

  （※ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、公開シンポジウムの形での最終評価会

は中止となり、外部審査委員の先生には書面審査をお願いしました）。 
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【学会・研究会の主催】 
 
1) 第 47 回日本結合組織学会学術大会（稲垣 豊）： 2015 年 5 月 15-16 日、東京 

2) アレルギー・好酸球研究会 2015（浅野浩一郎）： 2015 年 10 月 24 日、東京 

3) 第 30 回日本酸化ストレス学会関東支部会（竹腰 進）： 2015 年 12 月 19 日、東京 

4) 第 28 回ビタミン E 研究会（竹腰 進）： 2017 年 1 月 20-21 日、東京 

5) 第 47 回日本腎臓学会東部学術大会（深川雅史）： 2017 年 10 月 28-29 日、横浜 

6) 東海大学・南カリフォルニア大学合同ワークショップ「Steatohepatitis, Liver Fibrosis and 

Hepatocellular Carcinoma」（稲垣 豊）、2018年11月7日、南カリフォルニア大学、ロサンゼ

ルス 

7) 第 230 回日本呼吸器学会関東地方会（浅野浩一郎）： 2019 年 2 月 23 日、東京 

8) 第 26 回肝細胞研究会（稲垣 豊）： 2019 年 5 月 23-24 日、横浜 

9） The 1st Oceania Easi-CRISPR & i-GONAD workshop （大塚正人）： 2020 年 3 月 16-18

日、シドニー 

 

＜インターネットでの公開状況＞ 
 
東海大学マトリックス医学生物学センターホームページ参照 

URL: http://matrix.med.u-tokai.ac.jp/ 

 

＜広報活動＞ 
 
1) 「“研究の峰”構想掲げる東海大学総合医学研究所 新規コアプロジェクト“細胞ストレスに

起因するマトリックスの動的変容と修復機構の解明”」、科学新聞 第 3503 号、2014 年（平

成 26 年） 9 月 19 日 

2) プレスリリース「東海大と鹿児島大など、熟練手法が不要な CRISPR ゲノム編集の

GONAD 法、時間や費用も削減」、2015 年 6 月 22 日 

3) 「文部科学省 平成 27 年度 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に東海大学の研究

プロジェクトが採択」、VISTA 第 262 号、2015 年 8 月 

4) 第 46 回ヒューマンサイエンス総合研究セミナー「臓器線維症の基礎と臨床－創薬への展

望－」、稲垣 豊、2015 年 12 月 14 日、砂防会館別館 

5) 東海大学 産学連携フォーラム 2015「臓器線維症の新たな治療法開発に向けた拠点形

成」、稲垣 豊、2015 年 12 月 16 日、横浜情報文化センター 

(＊2) 6) プレスリリース「住吉講師らの研究グループによりミズクラゲコラーゲンは皮膚再生

促進効果を有することが見出されました」、2016 年 3 月 7 日 

(＊2) 7) 「再生能力高い人工皮膚 東海大 クラゲのコラーゲン利用」 日刊工業新聞 2016

年 3 月 14 日 

8) 「臓器線維症の謎を解明し、ガンや肝硬変の治療につなげる」、東海大学新聞 第 1037

号、2016 年（平成 28 年）4 月 1 日 

9) 「臓器線維症の謎を解明し、ガンや肝硬変の治療につなげる」、TOKAISM 2016 年（平成

28 年）5 月 16 日 

10) 「臓器線維症の病態解明に基づく診断・治療法の開発」、Schneller 100: 2016（秋号） 

11) 「生細胞の可視化システムを導入 臓器線維症の研究を加速」、東海大学新聞 第 1045

号、2016 年（平成 28 年）11 月 1 日 

12) プレスリリース「東海大学医学部准教授 大塚正人を中心とする研究グループ ノックイン
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マウス、コンディショナルノックアウトマウス作製の高効率化を実現した手法を開発－現在

主流となっている“CRISPR ゲノム編集法”の課題を解消－」、2017 年 5 月 18 日 

13) プレスリリース「東海大学共同開催公開シンポジウム “臓器線維症の病態解明と新たな

診断・予防・治療法開発のための拠点形成”を開催」、2018 年 2 月 2 日 

14) 「臓器線維症の研究成果を報告 体制や若手育成に高評価」、東海大学新聞 第 1062

号、2018 年（平成 30 年）3 月 1 日 

15) 「クラゲコラーゲンを用いた皮膚再生を促進する人工真皮」、住吉秀明、イノベーションジ

ャパン、2018 年 8 月 30 日、東京 

16) 「クラゲコラーゲンを用いた人工真皮」、住吉秀明、日本新技術展、2019 年 5 月 25 日、

四川省成都、中国 

17) プレスリリース「東海大学医学部教授 大塚正人らを中心とする研究グループ ゲノム編

集マウスを簡便に作製できる手法『i-GONAD 法』の実験手順を公開 ～有用な病態解析モ

デルマウス作製の簡便化を実現。難治性疾患の創薬研究などの加速に期待～」、2019 年

7 月 29 日 

18) 「Overview of Center for Matrix Biology and Medicine in Tokai University Graduate 

School of Medicine」、稲垣 豊、東海大学－極東連邦大学 学術ワークショップ、2019年10

月 19 日、ウラジオストク 

19) プレスリリース「東海大学院医学研究科マトリックス医学生物学センター 稲垣豊教授ら

の研究グループ 肝硬変治療の鍵となる新規分子を発見、新たな治療戦略を提唱 －効

果的な治療法が確立されていない全身臓器の線維症治療に期待－」、2019 年 11 月 21 日 

20) 「肝硬変治療の鍵となる新たな分子を発見」、東海大学新聞 第 1085 号、2019 年（令和

元年）12 月 1 日 

21) 「肝硬変治療に期待 東海大が新規分子発見」、科学新聞 第 3757 号、2019 年（令和元

年）12 月 13 日 

22) 「臓器線維症の病態解明などテーマに 東海大が公開シンポ 2 月 28 日」、科学新聞

2020 年（令和 2 年）2 月 7 日 

23) プレスリリース「東海大学共同開催公開シンポジウム “臓器線維症の病態解明と新たな

診断・予防・治療法開発のための拠点形成”を開催」、2020 年 2 月 10 日 

 

 

１４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 
 
【特許出願】 
 
1) PCT/US2016/035660： DNA EDITING USING SINGLE-STRANDED DNA 

発明者： Channabasavaiah B. GURUMURTHY, Hiromi MIURA, Masato OHTSUKA 

出願人： Board of Regents of the University of Nebraska 

        Tokai University Educational System  

出願日： 2016 年 6.月 3 日 

2) 2017-176103： 生体の組織再生状態の判定方法 (＊3) 

発明者：稲垣 豊、柳川享世、角中ちひろ、小田健太、鈴木聖吾 

出願人：学校法人東海大学、シスメックス株式会社  

出願日： 2017 年 9 月 13 日 
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3) 2017-233100： 哺乳動物の受精卵に物質を導入する方法 

発明者：大塚正人、森泉俊幸、森泉康裕 

出願人： 株式会社ベックス、学校法人東海大学 

出願日： 2017 年 12 月 5 日 

4) PCT/US2018/047748： METHODS AND COMPOSITIONS FOR IN SITU GERMLINE 

       GENOME ENGINEERING 

発明者： Channabasavaiah B. GURUMURTHY, Masato OHTSUKA, Masahiro SATO 

出願人： Board of Regents of the University of Nebraska 

      Tokai University Educational System 

出願日： 2018 年 8 月 24 日 

5)  PCT /JP2018/45242： 活性型肝星細胞の脱活性化方法 (＊6) 

発明者： 稲垣 豊、中野泰博 

出願人：学校法人東海大学 

出願日： 2018 年 12 月 10 日 

 

【臓器線維症研究を担うグローバルセンターとしての貢献】 
 

国内外の研究施設に対して、マトリックス医学生物学センターが独自に作製した I 型コラー

ゲン産生細胞可視化マウス (Col1a2/EGFP) の提供と共同研究を推進しており、現在までの

譲渡先は下図に示す国内 20 機関・26 研究室と海外の 1 機関に及び、共同研究としての発表

論文は既に 15 編を数える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企業との連携実績】 
 

上記の特許出願に際しての連携（共同出願）はもとより、多くの基礎研究および臨床研究

において企業との連携が積極的に図られている。また、企業からの受託研究員や客員研究

員の受け入れにも積極的に取り組み、共同研究成果を論文ならびに学会発表した。さらに

は、企業の研究者向けセミナーでの発表やバイオ関連展示会への出展を通じて、常に情報

発信を心がけてきた。 
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【日本医療研究開発機構（AMED）事業への採択実績】 
 
 本プロジェクトの研究成果をもとに日本医療研究開発機構(AMED)の事業にも以下の複数

課題が採択され、臨床応用をいっそう意識したトランスレーショナルリサーチを推進している。 

1) 免疫アレルギー疾患等実用化研究事業（平成 28 年度～30 年度）： アレルギー性気管支

肺真菌症の新・診断基準の検証と新規治療開発（研究代表者： 浅野浩一郎） 

(＊4) 2) 肝炎等克服実用化研究事業（平成 30 年度～令和 2 年度）： エクソソーム内包再生

促進因子に着目した線維肝再生の新たな診断・治療法の創出（研究代表者： 稲垣 豊） 

3) 免疫アレルギー疾患等実用化研究事業（令和元年度～3 年度）： 真菌関連アレルギー性

気道疾患の発症・増悪予防を目指した体内・対外環境の評価と制御（研究代表者： 浅野

浩一郎） 

(＊7) 4) 橋渡し研究戦略的推進プログラム 橋渡し研究シーズ A（令和 2 年度）： コラーゲン

産生細胞の脱活性化を介した新規肝線維化治療法の開発（研究代表者： 稲垣 豊） 

 

【表彰】 
 
1) 松阪泰二： 2015 年度 学校法人東海大学 松前重義学術賞（2016 年 1 月 14 日） 

2) 大塚正人： 2015 年度 学校法人東海大学 松前重義学術奨励賞（同上） 

3) 稲垣 豊： 2016 年度 学校法人東海大学 松前重義学術賞（2017 年 1 月 18 日） 

4) 石井恭正： 2016 年度 学校法人東海大学 松前重義学術奨励賞（同上） 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

1) 独自の着眼点から、臓器線維症に関する斬新な早期診断、予防、治療法の確立を期待

する。 

2) 並行して線維化促進の分子生物学も追求してほしい。 

3) 多数のメンバー構成でどこまで成果を集約できるかが課題である。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

1)および2)に対しては、新規のエクソソーム内包タンパク質、Notchシグナル、転写因子

Tcf21など、これまでは線維化疾患との関連が報告されていなかった新たな分子やシグナル

に着目し、線維化の進展と改善を司る分子細胞生物学的機序の解明と、早期の診断・予防・

治療法の確立を目指した。また、ミトコンドリア酸化ストレスを起点とする加齢に伴う慢性炎症

の制御など、臓器線維症を加齢の表現型として捉えた場合に、今日の超高齢化時代にあっ

て臓器線維症の予防に直結する重要な研究も推進した。 

3)については、研究代表者と各テーマの統括リーダーは個々の研究の進捗状況を把握

し、意見交換と研究チーム間の連携を図るために月例ミーティングを開催した。その結果、本

プロジェクトに参画する研究者間で、情報共有や相互の技術支援はもとより、新たな遺伝子

改変マウスやゲノム編集技術を用いた可視化マウスの作製、iPS 細胞技術を用いた線維化

病態の解明など、多くの共同研究が実施された。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

研究 3 年目の終了時に実施された中間評価会では、本プロジェクトの研究体制や研究  

成果、若手支援に対して、3 名の外部評価者より高い評価を頂くとともに、助成 4 年度目以降

に向けては特に以下の 2 点についての助言がなされた。 

1) これまでの基礎的・探索的な研究から新たな診断・治療法の開発に繋がる臨床的な応用

研究への発展が求められる。 

2) 若手研究者に対しても、研究成果の速やかな論文化や今後のキャリアパスについても、

一層の支援が必要である。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

1)に対しては、これまでの探索的・基礎的研究の中から臨床への応用が期待される課題を

選択し、グループ全体の協力のもとで実用化に向けた橋渡し研究の推進に取り組んだ。その

結果、日本医療研究開発機構（AMED）事業への採択や特許出願に繋がり、これらを通じて

新たな診断・治療薬の実用化を目指している。 

2)については、先に記した通り、研究成果の論文化とともにキャリア形成においても積極的

支援を行った。本事業で雇用した計 6 名の特定研究員は、いずれも関連学会および研究会

より多くの奨励賞等を授与されるなど、その業績は高く評価され、日本学術振興会特別研究

員（2 名）、本学医学部の特任助教（2 名）、同じく技術職員（1 名）、本学医学部症例研究員（1

名）に、それぞれ採用された。また、全員が自ら科研費を獲得し、順調なキャリアパスを形成

している。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

受託研究等：企業等委託研究

131053

受託研究等：企業等委託研究

受託研究等：企業等委託研究

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

受託研究等：企業等委託研究0 25,259

受託研究等：企業等委託研究

72,111 217 135,690

0

124,881

0

72,111

0 00 0

217 135,690

217 29,176

0 00

23,523

0 26,88249,573 39,312 0

246,429 233,029

0

33,050

619,426

687,476

0

0

121,991

35,000

0

17,500 17,500 0

27,474 41,601 0

令
和
元
年
度

9,114

0

0

0

117,745

0

0

44,908 38,672 0 7,349

49,301 37,742 0 15,374

9,109 16,241

0 27,557129,974

0

35,000

0

7,700

124,835

25,350

17,500 17,500

0

2,567 5,133

217,253 194,155 0

0 26,816

平
成
２
８
年
度

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

研究費

平
成
３
０
年
度

総 計

総

額
11,676 21,374

0 0 0 0 0 0

平
成
２
７
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

研究費

設 備

装 置

設 備

設 備

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設平
成
２
９
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　科研費　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1511010

45,997 36,828 0 16,751
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

①マトリックス医学 平成27 6
生物学センター 年度
②マトリックス医学 24
生物学センター別館Ａ棟

③マトリックス医学 5
生物学センター別館Ｂ棟

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

１日あたり

/年
/日
/月

17.3人/日 35,000 17,500 私学助成

3556人/年

431人/年

273 ㎡

1,595 ㎡

320 ㎡

補助主体

補助主体

私学助成
私学助成
私学助成

補助金額

呼吸機能解析装置 flexiVent FV-FX1、他 1 25時間小動物用呼吸機能測定設備

5,133
24時間 16,962 11,308

IVIS Lumina SeriesⅢ CLS136519 1 14課題

7,400 4,933平成28年度

細胞蛍光動態解析システム 平成28年度 生細胞イメージングシステム 4473、他 1
7,700近赤外拡張励起光源 平成27年度

整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

273

（情報処理関係設備）

補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

（研究設備）

整備年度

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

事業経費
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設備保守、機器保守

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 （研究テーマ：①臓器線維症の病態解明と創薬に向けた基盤技術の確立）

  平成 年度 （研究テーマ：②組織の線維化を検出する特異的バイオマーカーの探索）

計 10,042

計 12,653

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 10,042 研究業務 学内3人
研究支援推進経費

教育研究経費支出
計 3,300

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 12,653 実験機器 CO2インキュベータ、超低温フリーザー　他

図　　　　書

（　その他　） 143 雑費 ランチョンセミナー昼食代　他
計 22,063

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,300 研究補助業務 年間時間数　2900時間
（兼務職員） 実人数　2人

通信運搬費 0

印刷製本費 0

旅費交通費 46 国内交通費 研究指導に係る講師交通費

報酬・委託料 8,998 謝金、保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,565 実験・研究 試薬、抗体、他

光　熱　水　費 9,311 電気、ガス、給水、下水

積　　算　　内　　訳

設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

0

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

計

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬、抗体、他
電気、ガス、給水、下水

支　出　額

実験・研究

20,554

0
謝金、保守、委託

計

通信運搬費

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　　　　　　　）
報酬・委託料

研究支援推進経費

2,345

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
9,311

0

金　　額

年　　　度

印刷製本費
旅費交通費

8,898

27
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  平成 年度 （研究テーマ：③臓器線維症に対する新たな薬物治療法の開発）

研究支援推進経費

計 0

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

報酬・委託料 11,623 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　　　　　　　）
計 24,255

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

光　熱　水　費 11,640 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費 0

印刷製本費 0

旅費交通費 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 992 実験・研究 試薬、抗体、他
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  平成 年度 （研究テーマ：①臓器線維症の病態解明と創薬に向けた基盤技術の確立）

  平成 年度 （研究テーマ：②組織の線維化を検出する特異的バイオマーカーの探索）

計 18,367

計 2,652

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 18,367 研究業務 学内　4人
研究支援推進経費

教育研究経費支出
計 3,518

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,652 実験用機器 分析天秤、培養顕微鏡　他

図　　　　書

（　その他　） 291 雑費 ランチョンセミナー昼食代　他
計 28,880

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,518 研究補助業務 年間時間数　995時間
（兼務職員） 実人数　3人

通信運搬費 0

印刷製本費 0 学会発表 論文掲載料

旅費交通費 59 国内交通費 研究指導に係る講師交通費

報酬・委託料 13,217 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,487 実験・研究 試薬、抗体、他

光　熱　水　費 7,826 電気、ガス、給水、下水

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

旅費交通費 0

報酬・委託料 12,997 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　　　　　　　）
計 23,979

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,156 実験・研究 試薬、抗体、他

光　熱　水　費 7,826 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費 0

印刷製本費 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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  平成 年度 （研究テーマ：③臓器線維症に対する新たな薬物治療法の開発）

研究支援推進経費

計 0

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

報酬・委託料 16,245 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　　　　　　　）
計 28,014

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

光　熱　水　費 9,782 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費 0

印刷製本費 0

旅費交通費 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,987 実験・研究 試薬、抗体、他
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  平成 年度 （研究テーマ：①臓器線維症の病態解明と創薬に向けた基盤技術の確立）

  平成 年度 （研究テーマ：②組織の線維化を検出する特異的バイオマーカーの探索）

計 18,727

計 1,475

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 18,727 研究業務 学内4人
研究支援推進経費

教育研究経費支出
計 3,955

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,475 実験機器 分光光度計　他

図　　　　書

（　その他　　） 428 雑費 ランチョンセミナー昼食代他
計 29,251

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,955 研究補助業務 年間時間数　3069時間
（兼務職員） 実人数　3人

通信運搬費 15 研究資料送付　他 切手、宅急便代　他

印刷製本費 0

旅費交通費 105 国内交通費 研究指導に係る講師交通費

報酬・委託料 15,028 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,279 実験・研究 試薬、抗体、他

光　熱　水　費 6,396 電気、ガス、給水、下水

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

旅費交通費 2 国内交通費 研究指導に係る講師交通費

報酬・委託料 13,318 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　　　　　　　）
計 21,912

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,196 実験・研究 試薬、抗体、他

光　熱　水　費 6,396 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費 0

印刷製本費 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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  平成 年度 （研究テーマ：③臓器線維症に対する新たな薬物治療法の開発）

研究支援推進経費

計 0

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

報酬・委託料 16,648 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　　　　　　　）
計 26,987

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

光　熱　水　費 7,997 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費 0

印刷製本費 0

旅費交通費 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,342 実験・研究 試薬、抗体、他
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  平成 年度

  平成 年度

計 12,600

ポスト・ドクター 12,600 研究業務 学内3人

図　　　　書
計 724

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 5,147

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 724 実験機器 微量高速冷却遠心機

報酬・委託料 37,414 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　その他　） 308 雑費 ランチョンセミナー昼食代他
計 53,182

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,147 実人数　3人

光　熱　水　費 6,535 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費 2 研究資料送付　他 切手、宅急便代　他

印刷製本費 230 製本代 論文投稿料

旅費交通費 12 国内交通費 研究指導に係る講師交通費

計 0

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,681 実験・研究 試薬、抗体、他

（研究テーマ：②組織の線維化を検出する特異的バイオマーカーの探索）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 345

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

実験機器

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

計 0
教育研究経費支出

サーマルサイクラー

図　　　　書

印刷製本費
旅費交通費 41 国内交通費

報酬・委託料 3,744 保守、委託 設備保守、機器保守、委託費

計 11,861
（　その他　）

教育研究用機器備品 345

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,541 実験・研究 試薬、抗体、他

研究指導に係る講師交通費

光　熱　水　費 6,535 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

（研究テーマ：①臓器線維症の病態解明と創薬に向けた基盤技術の確立）
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  平成 年度年　　　度 30 （研究テーマ：③臓器線維症に対する新たな薬物治療法の開発）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,284 実験・研究 試薬、抗体、他

光　熱　水　費 10,667 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 4,676 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　その他　）
計 17,627

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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  令和 年度

  令和 年度

光　熱　水　費 3,517 電気、ガス、給水、下水

年　　　度 元 （研究テーマ：①臓器線維症の病態解明と創薬に向けた基盤技術の確立）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,499 実験・研究 試薬、抗体、他

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 5,554 保守、委託 設備保守、機器保守

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

教育研究経費支出
計 0

図　　　　書

消　耗　品　費 6,870 実験・研究 試薬、抗体、他

計 0

年　　　度 元 （研究テーマ：②組織の線維化を検出する特異的バイオマーカーの探索）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

光　熱　水　費 8,478 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費 324 研究資料送付　他 切手、宅急便代　他

印刷製本費 582 製本代 論文掲載・投稿

旅費交通費 128 国内交通費 研究指導に係る講師交通費

人件費支出 5,151 実人数　3人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

報酬・委託料 20,706 保守、委託 設備保守、機器保守、清掃委託、動物飼育委託　他

（　その他　） 661 雑費、修繕費 ランチョンセミナー昼食代他
計 37,749

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 5,151

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

図　　　　書
計 0

（　その他　）
計

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

10,570

（兼務職員）



（様式2）

131053法人番号

  令和 年度年　　　度 元 （研究テーマ：③臓器線維症に対する新たな薬物治療法の開発）

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,508 実験・研究 試薬、抗体、他

光　熱　水　費 6,155 電気、ガス、給水、下水

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 6,942 保守、委託 設備保守、機器保守

（　その他　）
計 15,605

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費


